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巡
し
ま
し
た
。



日

本

．シ
ャ

ン
ポ

リ

l
に

B
S朝
日
策
一
団
が
参
加
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ー
北
海
道
千
歳
原
｜

こ
の
ほ
ど
、
花
山
川
崎
千
九
ば
叫
に
お
い
て

第
六
川
け
本
．シ
プ
ノ
ポ
リ
ー
が
附
か
れ
、

ボ
1
イ
ス
カ
ウ
！
例

H
m
．
川
か
ら
治
持

者
を
ム
パ
め
十
七
%
が
参
加
し
ま
し
た
が
、

一
行
は
．
週
間
に
．
川
．る
野
日
午
前
を
辿
し

て八ト
川門
の
仲
間
と
・剣
昨
を
深
め
ま
し
た
、
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（
写
真
は
会
場
人
日
風
日

赤
川
チ
l
ム
が
初
優
勝

・
朝
日
町
児
童
フ
ラ
フ

野
球
大
会
＠

附11l32r.i;8月8目
~3僧鄭便物re司 …ー・

第
．
九
同
制
川
町
山
明
γ
・ソ
ブ
野
山
州
大
九
一一

が
、
じ
H
．． 
ト
ペ
リ
小
丸
山
、
山
中
グ
．
，

ン
ト
で
町
内
の
児
引
ク
一
ソ
プ
ト

．
LT
l
F一

が
参
加
し
て

U
わ
れ
、
午
後
は
刷
の
小
三

の
試
合
と
な
り
ま
し
た
が
、
内
刊
の
よ
、

ホ
川
チ
ー
ム
が
ト
一
．H
刈
九
で
前
一
川
よ

i
’一

を
倣

η
川
縦
勝
を
飾
り
ま
し
た
．

い
ろ
い
ろ
な

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

お
知
ら
ぜ

学
童
水
示
教
室

ー
は
や
く
じ
F
O
う
す
「
『〈どへ，

A
F
午
も
じ
川
・
・

l
hハ
け
か
・
り
．． 
l

l

 

に
わ
た
る
いハ
リ
川
、
川
！
日
ソ
・
・
ル
で
小
ト

h

引

収
泳
教
引
が
行
わ
れ
ま
し
た
人
，川
は
あ

る
れ
院
宮
内
付
る
れ
の
涼
比
指
々
を
行
な
い

ま
し
た
が
、
町
の
体
行
司
宏
一け
や
水
流
協

会
の
光
州
内仙川日心
な
指
A
F
？
に
午
礼
た
ち
は

み
る
み
る
卜
．
1

弘
し
心
s
担
以
上
nu
味
泌
を
あ

φ
a
ν
‘
内

．．
 

』
ι

．
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4
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朝
日
町
朝
間
野
球
大
会

決
勝
戦

朝
日
町
中
央
農
協
チ
l
ム

が
初
極
勝
か
ざ
る

け
什

i
r
jtA
r
I
L
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4
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じ
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H
L
H，川
、
4
4
4

1
リ

1
1川
刊
十

sl
h
H
ィ－

L
i
M
I
L
h白
叫
ん

H

M
J

ー比
市
間
協
公
・
．
k
w肝に
よ
る
抗
．．
．
 

川
明
川
町

リ
J
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i
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t
、
．h
・
：
L
j
、
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日

M
MV附
川
削

ι日
州
』
F
ノ
－w
H同

，q
h
H
1
，I
I
J
A
M
・hve

－E，川
M

．ぃ1
・1
F

l
’一に
よ
コ
、
行
わ
れ
て
さ
安

し
た
い
か
、
こ
の
決
勝
悦
か
よ
る
仁
川
日
小

九
山川
ゲ
ソ
i
J

ト
に
お
い
て
行
わ
れ

ι川
小

l

’
一
か
そ
れ
ぞ
れ
ポ
辺
を
見
町
し
官
官
l
よ’

引
l
リ
ド
μヘ
川
河
内
町
f

’

J
E－
－
作
M
F
l
e
，F
L
a
－
U
1

ι
H
4
4
1
l
q
l
λ
ι
 

i'l~ 悩
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h
r
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・
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・
・
0
1
%
・
〈
J
V
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J

d

i

－

－
i
（
1

6i

l
－
－
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7
1
u
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h
H
H切
ヲ

H
H
．
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j
1
礼
J

．二
九
作
一

l
”
1
H

’：
J
I
f
－

－

L

ト
M
1
－

』

i

し
ま
し
た

採
点
漣
目

午
，

y
拙

m
y化、

ポ
ー
リ
ン
グ
誠
心

H

ン
グ
h

ス
滋
七
、
紅
什
一
防
人
れ

制
引
き
、
ド
リ
作
・ハ
川
川
本
棋じ化、

作
A
H
別

－

山
子
下
米
悦
肝
心
、
年
九
H
別
－uruhr川
米

】

紘
七

四

採
点
外
種
目

一

児
京
扶
養
trヨ
は
、
父
と
生
計
を
同
じ

小
子
校
内
ド
日
米
紙
七
、
中川
f
一
叫
ん
ハ
ハ
ぷ

一
く
し
て
い
な
い
児
童
の
福
枇
の
増
進
を
は

｝
か
る
こ
と
を
け
的
と
し
て
、
そ
の
児
童
を

縦
必
、
抱
反
対
抗
・

・F
ずいがド山
P

川り｝

【

ハk
δ
が
し
、
小
川
f
校
…
刊
行

t
小
川
十
年

一
弘
越
し
て
い
る
悶
（
ま
た
は
養
育
者
）
に

市
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

作
地
反
切
什
弘
行
－
U
刊の’
H
米国
H

4

3

1

｝

年ド
H
米
寸
l

ソ

ペ

く
す
k
滑
り
、
た

一

と
の
手
当
の
文
給
の
対
象
と
な
る
児
童

る
こ
ろ
が
し

一
は、

義
務
教
育
終

f
前
の
児
童

〈
と
く
に

日
時

ト
月
，

．l
H
（出
人－－

l
じ
け－

一
心
身
に
震
い
臨
宵
の
あ
る
も
の
は
二
十
歳

場
所

小
九
山
グ
，

・J

！

一
木
満
ま
で
）
で
あ
っ
て
、
父
母
の
離
婚
後

｝
父
と
別
れ
て
午
．閉
し
て
い
る
児
童
、
父
が

w

．化いし
し
た
児
情
、
父
が
廃
疾
の
状
態
に
あ

明
る
児
出
、
父
が

．
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

町
る
か
ま
た
は
父
が
行
方
不
明
の
児
童
、
父

日
か
ら
．
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
、

－
脈
姻
に
よ
ら
忽
い
で
生
ま
れ
た
児
童
や
姶

｝
て
子
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
児

し
岐
で
す
。

同

支
給
さ
れ
る
千
引
l
の
月
額
は
、
昭
和
四

明
卜
九
年
九
月
分
か
ら
は
児
童
一
人
の
場
合

同
九
下
ぺ
門
川
、
山
川
悦
．

一人
の
場
合

一
万
六

【
川
川
、
児
－

m－－
人
以
上
の
場
合
は
一
人
に

－
っ
き
附
門
川
川
り
し
た
額
と
な
り
ま
す
O

E

た
だ
、
川り
や
川
監
を
養
育
し
て
い
る
人

日
いか
、
町市
生
作
A
K
、
恩
給
や
陪
害
福
祉
年
金

品
お
よ
び
岩
船

M
M川
年
金
以
外
の
国
民
年
金

w

な
ど
の
公
的
年
余
を
受
け
て
い
る
と
き
、

白
山
由
が

U
Fに
な
っ
て
い
る
と
き
、
児
・
州
市

｛
川
川
社
施
法
に
人
川
し
て
い
る
と
き
な
ど
の

－
助
A
H
に
は
、

了
山川
‘
は
ぷ
給
さ
れ
ま
せ
ん
ぐ

第
十
四
回

朝
日
町
民
体
育
大
会

実
施
種
巴
。
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卜
」
ハ
ハ

~・－《........ 同・明

な
お
、
問
和
問
十
九
年
九
月
か
ら
は
、

義
務
教
打
終

f
後
．
．
 i此

に
出
す
る
ま
で

の
山
ほ
の
附
川
の
伴
院
が
改
正
さ
れ
、
国

民
伴
合
法
川
ぷ
・
J
級
に
州
川
t
Tる
抑
．
mほの

附
山
ハ
リ
を
れ
け
す
る
山
恨
む
下
勺
の
点
紛
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

14) 

－
M
、
抑
制
児
以
状
必
F
vl
は、

身
体

ま
た
は
前
例
に
弔
い
的
刀
の
あ
る
山
市
の

M
M刊
の
附
引
退
を
は
か
る
こ
と
を
け
的
と
し

て
、そ
の
山
市
を
批
判
刊
し
て
い
る
父
付
へま

た
は
必
行
お
）
に
対
し
い
え
給
さ
れ
ま
す
ド

乙
の
下
山
w
J
の
文
紛
の
刈
象
と
勾
る
児
唯

は
、引
体
に
弔
い
開
山
内
が
あ
る
、
（
悦
体
．
小

向
山、

も
う
、
ろ
う
、
心
臓
病
、
品
川
阪
な

ど
）
、
制
抽
仰
の
発
述
が
握
れ
て
い
る
、
約

神
崎
な
ど
で
梢
仰
に
町
山
川
い
が
あ
る
、
な
ど

で
円
品
川
牧
市
で
九
日
に
介
必
を
波
ず
る
即
位

の
ペ
ト
政
未
満
の
山
品
川
で
す
。
た
だ
、
児

－
mが
山
内
川
・
川
M

州
ぬ
ぷ
に
入
所
し
て
い
る
と

き
な
ど
の
似
合
に
は
下
勺
は
文
給
さ
れ
ま

せ
ん
川

い
之
約
さ
れ
る
子
中
ー
の
川
削
は
、
附
和
四

卜
九
年
九
八
分
か
ら
は
山
市
．
人
に
つ
き

～
刀
．

「
．
．
 

口
円
と
な
り
ま
す
り

ま
た
、
間
和
問
l
九
作
か
ら
は
、
精
神

の
先
述
が
雌
れ
て
お
り
、
か
つ
身
体
に
重

い
附
刀
が
あ
り
、
日
川
口
山
小
－

mに
お
い
て
常

に
介

mb」
却
す
る
刑
判
位
の
状
態
（
市
．
舵
心

身
附
山
ハ
ー
な
ど
）
に
あ
る
お
を
批
准
し
て
い

る
父
ほ

（ま
た
は
益
門
符
）
に
対
し
て
、

新
た
に
特
別
刷
同
社
τよ
ー
と
し
て
月
六
千
川

を
主
的
す
る
こ
と
に
な

って
お
り
ま
す
。

交
的
資
Mmに
法
w
ー
さ
れ
る
仁
川
は
印
鍛
持

参
の
う
え
、
役
川
柳
町
民
訓
制
限
係
で
手
枇

き
し
て
く
だ
さ
い
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さ
れ
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。
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｛給

(if. 

i三

f下

母
子
推
進
員
の
紹
介

妊
庖
刷
の
指
持
強
化
と
乳
幼
児
の
化
亡

を
な
く
す
る
た
め
に
、
昨
年
九
月
外
地
阪

に

一
人
委
員
を
寮
嘱
し
、
活
動
し
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
今
年
次
の
地
区
に
変
更
が
あ

伝
令
・削
州
年
八
市
を
は
じ
め
、
作一川
Mm
午

合
の
ド
允
%
と
、
川
以
近
の
物
川
ト
－
U
け
に
と
・
む

な
い
、
作
小
金
制
の
克
wu州
制
を
似
つ
た
め

拠
川
年
金
の
ス
ツ
イ
ト
制
の
定
地
な
ど
に

よ
り
ト〈
耐
に
年
金
制
が
上
が
り
ま
す
。

改
正
さ
れ
た
作
合
パ
加
は
、
一川
悦
作
合
に

つ
い
て
は

μ
O
hhl
セ
ン
！
、
拠
出
作
金

に
つ
い
て
は
、
ぃ
ハ
・
．・
ハ
1
セ
ン
ト
ル
」
別

配
の
村
小
金
制
に
来
じ
た
・
耐
と
な

η
ま
す
。

作
耐
性
化
・
ん
み
の
ぶ
作
九
川
文
払
は
、
本
作

院
に
限
り
、

μ
ケ
川
分
（
．
h
、ぃハ
、
じ
、

八
、
九
円
分
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
米

作

．
H
の
い
ぷ
払
は
・
1
カ
川
分
（
卜
、
l
o

レ
1

・
一月
分
）
の
いえは
h
tな
り
ま
す
け

福

祉

年

金

保険料の改店

一－i
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b、
た
し
三i:-

ヲ。

氏
。
門

坂

口

綾

子

中
野
み
つ
い

近

藤

朝

子

オ
ー
プ
ン
し
F

一国
民
年
金

保
讃
セ
ン
タ
ー

U

ひ
み
H

電
報

社
会
福
祉
関
係
の
電
隠
は

早
く
お
つ
け
い
た
し
ま
す
。

心
刈
は
れ
れ
削
川
に
役

－d
・
っ
て
い
ま

れ
は
出
資
、
栂
州
心
的
川
町
に
川
以
行
人
市
川
比
二
4

ひ
と
り
引
心

L
の
名
人
、

身
体
臨
警

川氏ヒ

シ
グ
I

H
n
u
み
”
が
で
き
支
し
た

U

V

れ
お
よ
び
川
匂
j
，b平
M
－
ち
に
投
出
す
る
．
地
話

こ
の
純
ぷ
は
、
川
氏
年
九
収
山
加
入
院
円、

人
に
つ
い
て
は
必
・k
川
に
ぷ
雌
さ
れ
ま
す
。

作
金
交
給
百
を
は
じ
め
、

慌
の
刊
さ
ん
v

く
わ
し
い
’
」
と
は
也
縦
電
話
局
へ
お
問

の
、
保
此
此
仁
、
会
合
に
、仏
刊
行
に
、
慌
し
く
υ

い
ん
川
わ
せ
卜
7
い

託
料
に
利
川
す
る
こ
と
か
亡
き
ま
す

山

LHl
uuuuuuuHullけい
i

t

－
－川
A｜

JT－

3
～一

郵

便

局

だ

よ

り

一

同

一

．
，U
J
N
%
京
大
広
川
一μ

・

「
I
l
l
i－
－

1
I
ll
l
i－
－

－

L

川

一加
入
行

一目、o
o
J川

h
h
一
品
川
一
…

1
郵

便

物

の

事

故

は

｜

｜

J

I
卜
同
い

Mmhnい
日
…
「
ー
ー
す
ぐ郵
便局へ
1
L

尚
同
駅
か
ら
パ
ス

H

分

九

段
長
川

一

到
一
以
牧
が
川
か
な
い
と
か
、
中
身
が
た

民
年
金
保
長
セ

ン
タ
ー
狗
ト
ド

一
り
な
い
な
ど
の
事
政
が
あ
っ
た
場
合
は
、

’K
－色
U
ヘl
，
ぃ
コ
－
、

t
．
一

〉

叶

n
i
F
S
l
ヵ
L

ノ
2

’
？

一
す
ぐ
に
、
も
よ
り
の
郵
便
局
へ
お
申
し
出

電
話
（
宅
六
六
）
卜
U

九
E

F

－－
合
同

γ

く
だ
さ
い
。
郵
政
省
で
は
郵
便
物
が
珪
し

氷
見
市
後
四

C
O〒
九
－

K

γ
川

・．
1
B

l
i
l－
－

I
ll
i－
－

－

1

l

H
川
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
配
達
先
ま
で
の
取

取

建

物

の

新

築

や

一

披
い
隙
隙
を
正
法
の
経
路
順
に
調
査
し
て

増

改

築

を

す

る

に

は

二
」
刊
作
山
中
L
Kげ
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

必
ず
申
請
書
を
い山

一
す

I
l
l
i－－

1
1
1
1
1
1

川
近
、
選
作
物
（

H

吋
は
い
は
ま
物
）
に
よ

一

し

尿

の

汲

・

以

り

は

る
い
山
中
慰
霊
の
恋
化
一
千
、
大
さ
な
H
n
h
一

必

ず

術

生

券

を

問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
，

続
安
び
滑
走
ー
を
し
て
い
る
一
そ
こ

一

紋

い

ま

し

ょ

う

れ
か
ら
し
よ
う
と
す
る
－
K
，が
あ
れ
ば
、

一．

L
M一地
一
取
り
の
と
き
業
者
は
現
金
を
取

建
州
都
足
準
法
」
に
基
づ
い
て
、
っ
さ
山
州
v

り
肢
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら

消
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
必
ず
衛
生
一券
で
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。
衛
牛

「
建
築
物
確
認
・
申
請
書
」
は
、
叩巾・・

μ
一
券
は
次
の
と
こ
ろ
で
販
売
し
て
い
ま
す
0

メ
ー
ト
ル
（
約
3
坪
）
以
上
の
け
と
築
仁
事
J

朝
日
町
中
山
八
農
協
の
各
支
所

を
J
J
れ
る
場
合
、
す
べ
て
見
出
し
な
け
れ

…

大

家

庄

農

協

宮

崎

漁

協

ば
な
り
ま
せ
ん
。

v

．m下
町

土

居

商

店

「
確
認
通
知
書
」
が
と
ど
い
て
か
ら
蔚

v

上

・

唱

下

太

平

商

店

仁
し
一
ー確
認
済
表
示
板
」
を
劇
場
に
魁
一．

小

山

積

野

折

戸

商

店

し
て
、
正
し
く
行
い
ま
し
ょ
う
の

～

桜

町

広

凹

商

店

¥5) 

．

－訓

M
r
川

0

・」
一
行
’・

l
h

，1
a
uれ
l
r
x
じむ，，
F
－b
k
リl
H
H
H
1

．
Lド卜－

げ
’
l
t
h
aF
‘K
1
h
Hぃ’
j
h
f礼
州

F
A
T
U
r－
－

t
ノれ
川・

川
院
の
訓
仙
川
ー
を
川
外
出
し
攻
す
引

、
・J
r
Hい
日
川
H
U

ι？
f
ン
H
H
HU
H

川門川
白付川
H
「
トl
t
u
ドbr
’L
I
j

，E
l
｝
h

ぃ1
3
’

HH
IA
q
H
Y

』ノノ
f

，ノ
11

1

1

14

I

l

a－

－
J

H外
山
訓
練
訓
仰

帆
混
似
陥
問
訓
脱
却
引

（中
山
川
作
A
H
コ
ー

ス
）
で・
ド
い
と
し
て
松
脈
打
、
雌
限
必
、

航
川
凶
ド
引
を
H

刈
匁
と
し
て
・
ハ
力
川
ペ
リ
人
は

力
作
）
の
訓
制
に
よ
り
げ
哨
随
的
な
技

能
が
内
川
で
き
る
却
いれ

一日．、

採
集
訓
鰍
刊

機
械
、
裕
階
、
川
品
川
中
川
m姉
、般
金
、
配

一円
、
川
崎
’A
トト
ポ
、
泡
’
A
殿
山
術
、挫
築
木
材

仁
川
以
、

m談
、
出
投
機
械
迎
転
、
プ

μ

y
ゲ
辿
築
（
川
ア
イ
山
戸
を
ム
パ
h
U
）
、
ミ
シ

ン
縫
製
〈
伴
紋
）
、
粁
州
、
機
械
製
凶

問
、
応
必
ず
批

川
山
々
η
の
公
民
峨
業
安
定
所
、
川
町
江
尚

η技
能
川
f
悦

〈
以
り
げ
峨
業
訓
縦
k
ン
タ

ー
）
へ
お
巾
し
山
く
だ
さ
い
υ

刀
、
そ
の
他

村
人
校
将
の
う
ち
、
所
－
X
の
資
怖
に
誠

出
す
る
者
に
は
、

失
業
保
険
合
、
リ人

は
訓
練
子
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

同
訓
縦
修
了
の
際
に
、
就
職
在
あ
っ
せ

ん
し
ま
す
。

黒
部
高
等
袋
能
学
校
職
業
訓
練

生
の
＋
月
入
校
生
も
岨
悼
集
し
て
お
り
ま

す
の
希
望
訴
は
魚
津
服
業
安
定
所
ま
た
は

帆
円
分
布
へ
お
問
い
代
わ
せ
く

r
sぃ
。

－ふ、口、

サ
’
’
み
J

守
，
a
n
H
V
F
H
M
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l以

着
々
と

整
備
さ
れ
る

県
立
自
然
公
園

城

ー
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の

遊
戯
施
設
も
で
き
る

第 229号

朝
日
町
で
は
県
立
向
然
公
闘
の
中
心

「
城
山

｝
の
園
地
務
備
を
占
企
進
め
て
い

ま
す
一が
、
と
の
ほ
ど
次
の
よ
う
な
胞
北
を

し
ま
し
た
。

ハV
－4

の
丸
、
一ての
h
A
の
紘
一
地
と
主
怯
り

。
本
丸
跡
附
段
の
燃
備
投
び
危
険
川
の

設
置

。
市
川
飲
場
一
一－
筒
所
の
新
品
円
以
及
び
配
什
の

新
ぷ

O
公
闘
灯
の
新
設
（
．
以ぃ）

〈
〉
は
必
所
の
ぷ
山
戸
ト

阿
川
｝

O
，
フ
ワ
ン
コ
及
び
必
勤
時
の
泣
川

ひさあ抗
J
R

4
A守

昭和32年 B月89
－第 3種量5便物認可

記

ハ

，

L
z
z
iわ
れ
ザ
ヘ
ノ
文
人
川
、
会

藩

山

ト

qT
1い
宇
陀
什
中

U
M
S
J
a
U
ノヱ

ν

蹴
一

一

蓮

華

温

泉

か

ら

朝

日

岳

ヘ

川

＝L

e
 

諒

一…

｜
｜
参
加
者
募
集

l
l

J

ぺ

い
則

日

｜
刊
行

H
F卜
）

巾

込

光

ト

人

法

的

ド

山

似

勝

会

事

務

局

長

～

民
近
は
、
交
油
引
凶
叫
が
私
た
ち
の
身
近

訴
か

一一

i
七
日
（
円
）

秀
氷
山
巾
史

川
か
に
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
交
通
事
故

－J
…
主

俳

・

3
m山
勝

会

T
E
L凶

l
八
一
六
六

山
に
よ
る
ケ
が
は
、
た
い
て
い
多
国
の
出
瓜

絡
む
岬

山
定

付

一・
0
何

日

刊

一

－

e半
い
愉
山
川
を
必
波
と
す
る
の
が
常
で

議

守

集
合
場
所
卜
月
五
日

E
反

応

引

け

出

発

ト

二
時
五
十
九
分
－

J
F
i、

一

世

～

－1
0－分
的

駅

前

超

俗

川

間

以

（

伯

）

f

－C山
終

？

ハ

、

7
Y1日

（

町

民

、

山

口

事

回

以

！

平
壁
、
白
川
乙
ん
な
こ
と
が
い
つ
技
が
引
を
事
っ
か

開
臨
む
町

一
ー

交
通
問
、一

そ

の

他

）

高

地

沈

、

五

輪

尾

般

、

カ

モ

山

わ

か

り

ま

せ

ん

つ
と
の
よ
う
な
非
常
時
の

い

議

誕

山
蛇

行

川

第

一
日
中
食
、

史

的

1

ジ

卒

、

長

官

l
朝
日
一
’
た
め
に
も
、
あ
以
た
に
献
血
を
紬
め
ま

昨

恥

議

問

一

一

両

日

、

皮

肉

、

米

一
刀

（
お

岳

、

明

日

小

屋

（

泊

）

山

す

o

t
4
I

－－

E
障
陸

、

金

で

も

可

）

、

着

待
交
樹
、

第
六
打

倒

け
小
屋
l
夕
日
ケ
原
、
ィ
川
な
お
去
る
八
月
」ハ
日
明
円
町
長
野
、
川

。
ゆ

凶

器

の

昔

、

（

脱

出

足

人

一

靴

下

、
帽

子

、

靴

は

は

ぎ

な

プ

リ

山

、

必

χ
谷
1
1
小
川
（
上

4
2
2
2が

一父
通
事
故
に

れ

た

も

の

程

泉

苦

闘

（

解

散

）

一

あ

い

ー

そ

の

際

多

数

の

町

民

の

み

な

さ

ん

こ
の
ほ
か
、
人
，
r

内
以
米
、
八
百
ぃ
桜
六
十

：・・

か
ら
の
献

mを
空
け
ま
し
た
が
、
そ
の
か

本
を
聞
係
万
耐
の
灯
ぷ
を
得
て
他
え
た
の
市
計
百
に
・
任
底
し
て
ド
芭
い
η

場
合
は
、
事
前
に
消
防
署
の
万
へ
届
出
し

い
も
な
く
同
日
午
後
十
．
時
国
亡
く
な
ら

を
は
じ
め
、
観
光
協
会
に
よ
る
さ
っ
き
の
一
、
た
き
火
事
は
、
収
を
か
け
て
完
全
に
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

3

川
州
制
な
ど
、
剛
山
の
幣
附
と
け
八
に
川

担

の

的

火

す

る

こ

と

一υ

な
お
佼
同
政
び
胤
の
強
い
日
や
乾
燥
し
れ
ま
し
た
の

れ
ら
の
怖
い
門
店
に
対
し
、
香
代
子

夫
化
に
も
勿
め
て
い
ま
す
0

．、

同
外
で
た
ば
ζ
を
仙
わ
な
い
こ
と
己

て
い
る
時
は
使
川
を
挫
け
る
の

t

さ
ん
の
ど
山
捌
か
ら
、
数
多
く
の
尊
い
輸

ど
う
か
明
日
間
の
必
ま
れ
た
山
引
を
よ

．
、
良
ポ
昨
日
J

の
準
附
は
は
け
に
行
い
、

山
岳
山附
わ
り
、
そ
の
ご
配
む
に
心
か
ら
既
日

切
に
、
そ
し
て

μ
必
高
に
市
川
さ
れ
る
こ

h
凶
血
地
防
に
は
火
栓
山
川
し
な
い
と

く
お
仙
を
巾
し
の
べ
る
口け
の
感
謝
の
文
が

と
を
川
判
官
ん
で
や
み
ま
は
ん
ド

と
。

討
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
誌
上
で
も

へ’
V
山
一れ
は
き
れ
い
に
之
依
り
の
は

づ

っ
て
制
介
い
た
し
ま
す
。

に
－
の
九
跡
凶
地

臥
仰
の
川
ぷ
は

卜

U
M胤
山
川
れ
地
に
山川
山
さ
れ
た

川
赤
十
守
山
被
セ

ン
タ
ー

通
似
胞
J
・
，

（・V
川
山
引
｜

5
7
3
3）

明
日
町
役
場
作
民
法

（

3
1
1
1
0
0）

 

台
風
と
火
災
予
防

i
消

防

署

い
よ
い
よ
什
胤
－
J

ー
ス

ン
を
山
一え宮本
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近
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叫
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、
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佐
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火
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日
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．
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。
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什
も
い
く
巾
場
か

ら

A
F
2人
η
製
川
を

一
掃
す
べ
く
監
担

泊
叫
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献
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、
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C
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朝 日 町 職員採用試験公告
朝日町長 中川薙

この試験は、役場（病院を合む。）において事務的、技術的業務に従事する職及び保育所におい

て乳児又は幼児の保育に従事する職への採用候補者を定めるために行うものですu

1 . 試験区分と採用予定人員

－ 再生 'H・ 務 ！｜依
技術 II設（ I：木、 11~ ＇.~~ 1~ ~·ミ）
悦／：）：

若干名

若 干 ？＇1

{1＇下ア I

2. 受験資格

t子 歴 ：＿＿＿！一一一＿-2_＿」 駄の別｜その他の要件及び附記

学校教的訟によるiWG~＇｝＇判交の伝染者及び｜昭和 ｜ 昭和27年 4 月 2 Elから間利32I IJ} ー子 (1）必要学歴はこれと同等と認めら
れるす：歴資栴を伶みます。

50作 3J J 31 J Iまでの小業見込指 年 4月 ！日までに11：まれた将
( ｛；＋！：母は

も：；干】

(2）舷術臓については、’学校におい
て必宏な課却を履修したことを
安します。

•'('.j：交教fj法；による制WJ.A:’Fのf作業者＆Ull行利 Iil{lfi 1261.ド4月2Flから｜町州130

50午3J-]311 1までの小＇ ;f:iJ;J.込抗 ｜年4Jl 1 Iごlまでにcl.：まれたfl・ (3）似母については、保母資棉を.Jl!

’学校教f!il.l~による人~·＇｛＇. ( 4 'rf）の卒業名及び ｜附和254'.4月2れから昭和28

II刊 150'rf.3 .F:l31までの本業見込者 年4月 l日までに＇ I：まれた者 ｜

に千百している者又は｜昭和50年 3
月31日までに保母資料取得見込
みの者

ただし、汐くの！J~.CBの一つでも該当する行は受験できません。
IJ) 円本の間知をイlしない者
(2）銭前lf(f;・および市禁治践者

1 ;11 祭こ以上のJf~Jに処せられ、その将ぱ？を終わるまで又はその紋行を受けるととがなく怠るまでの者
(4). 11.-1.:li-~憲法B並行の日以後において、日本国憲法又はそのドにij_IZ \'f したl政府を暴）Jで｛政援するととを主張する政党、その他

の卜Jj！本を結成し、 xはこれに加入した者

3. 試験力缶詰寺、場所、方法及び発表

司1

試

ヨ＇i 2 

えit

l:l II寺 ｜ 試験場 ｜ 刀 法

次 ｜｜｜州 間iJI r~1部尚等学校

受付llllllh 1r・n1J a 11nc分
股 I，試験｜間 的午前9~；lj: 

f富山!IT芝闘Ill[)

次 ｜｜H目玉1149ifI 0月211二｜（月〉 ！ 胡日［町福祉センタ一

受付u目的午前81時30分

験 ｜試験閥始仙9時

(l)教蕗試験
公務iiとして必要な一般知能及び教義について、 J） ( 

ムに内I日.t己t 白免をfIいます．。
121 f1：丈 『試験

文市によるJ.WVJ、まとめ)j"!Jについて行いますc

( 1) 呼門 t試験 （技術職及び保ぽ）
そのl織に必・uな長II論、技術呼について宿記試験色行い
ます。

(2) I I .i!B ぷ 験
主として人物について個別而接・による試験を行いま

すo

受験架空舗の際指示しま
｜前

身体検査 lす。 病 院
(1)身体検査

戦勝進行に必！去な健康度を有するかどうか（主として
胸部疾忠の有無に重点をおく。）について検査します。

身ヒ調査 ｜受験資絡の輔、申込書記誠事項の真否、その他について調査します0 - 一
合格発表 ｜昭和49年11月 中 旬 ｜朝日町役場前掲示易に掲示（公告）して発表するほか、合絡者には書面で通知します0

4. 合格から採用までの経路

合格者は、その試験区分の採用候補者名簿に記載され、この中から成績）［~に採用者が決定されます。名簿は、昭和50年 9 月30日
まで有効です。採用は、名簿の有効期間中において必要に応じて決定されるので、合格者’全員が採用されるとは限りません。

5. 受付申込手続

(1) 申込用紙は、当朝日町役場総務課において交付します。
申 込用紙の請求 ｜ (2) 申込用紙を郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求J・と朱書し、返信用封

筒（あて先、郵便番号を明記し、切手をはる乙と。）を必ず同封してください。

(1) 申込用紙に必要な事項を記入し、当制日｜町佼場総務調へ促聞の上受験票を受領してください。
(2) rj~込書郵送の場合は、封筒の表に「J案用試験申込J と朱脅し、受験票送付のためにlD円切手

巾 込 )j 法｜ を同封してください。
。受験長には、巾込前6ヶ月以内に削ったみ；人と臨調できる写真（上半身、脱附、正問f旬、

縦5縦、横4.5種目をはって試験当日刊診してください。

I 1附 149年9月26日（木） ヵ、ら同年10月5Fl （土）まで受け付けますo

史 小I WJ ll1d : (Ifl日午後5時、土曜日は午後日時30分まで、 lヨl曜日及び祭日は休み。〉郵送の場合は、同年10月
I 5 LIまでの消印あるものに限り受け付けます。

6. その他

この，試験のdおIIについては、 －＂.＇11:vJL 1 lllJ役場総務課に問い合わせくださいc

(7) 
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